
新年明けましておめでとうございます。                          
J A 3 U S A   島本正敬　　　

　大阪国際交流センターにとって重要な年になります。そのことは、私達大阪国際交流セン

ター・ラジオクラブにとって、大きな変化を強いられるかもしれないことを意味します。

センターがクラブや皆さんにとって好ましい方向に向かってくれればと思うものの、それに対し

てクラブとして何もできず、はがゆい思いです。これまでもクラブのメンバーが各々国際交流に

寄与されていますが、それらの活動がセンターおよびその関係の方々に少しでも認めて貰え

るものとなればとの思いが強くあります。

　大阪国際交流センターの名前を冠したクラブとしては、個々の国際交流活動が基礎となるこ

とは勿論ですが、大阪国際交流センターの活動、運営のお役に立てることが大切です。クラブ

の活動によって多くの人がセンターに集い、この立派な施設が活用され、大阪国際交流セン

ターの事業のお役立つことが、ここに拠点を与えていただいているクラブの責務の一つかと考

えます。

　センターにもっとも認知されているラジオクラブの活動はセンターで3 日間連続して開催され

るA P D X C です。

　2 年毎に開催されるA P D X C ですが、今年は開催の年に当たり、1 1 月1 4 、1 5 、1 6 日に開催の

予定です。近年、クラブのメンバーの参加が減少しています。クラブの活動をセンターによく感

じて貰う意味でも、我々の行うイベントが十分に盛会であることが重要だと感じていますので、

ご協力をお願いします。

2 0 1 4 年がラジオクラブの皆さんにとってよい年でありますように。

A P D X C 2 0 1 2



J R 3 M V F  三好京子

昭和5 2 年の8 月に“シャーク・ハンティング”という名前で大阪湾に浮かぶ2 隻のヨットをアマチュア無線で
追いかける楽しいイベントが開催されました。
懐かしい方もおられるのではと思い、旧い記事をコピーしてみました。

←Q S L カード

企画書→
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昭和5 2 年7 月2 3 日　大阪新聞　↑

第3 回シャークハンティング →
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←　第2 回シャークハンティング



ＯＰには絶好のロケ、ドチュラリゾート

晴れたドチュラ峠

J H 3 A E F  東條純一
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びっくり、真っ赤な内装の部屋も

内装は全て木製でシック、料理も日本人好み

スタッフは全員民族衣装（観光に携わる者の制服か？） 壁に描かれた図案。全く普通に見られる光景で、
市民はその下で普通に生活を営んでいる

霧のドチュラ峠
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J A 3 A E R  荒川泰蔵

　　新年明けましておめでとうございます。昨年中は色々とお世
話になりまして有難うございました。本年もどうぞよろしくお願い
致します( 写真1 ) 。
昨年も身の程知らずにアマチュア無線以外にも、いろんなことに
係って「忙しい・・・、時間がない・・・」と言いながら、どれも中途半
端になってご迷惑をおかけしております。1 2 月には1 4 日に
「シャープO B ハムクラブ」の忘年昼食会を大阪国際交流セン
ターで行い、J K 3 I Y B 西さんの参加も得て、J I 3 Z A G のシャックから
アンテナを借りて移動運用をさせて頂きました( 写真2 ) 。その夜は
「大阪狭山ラジオクラブ」の忘年会でしたが、J O 3 L Z G 下津さんも
参加され、「大阪狭山アマチュア無線クラブ」と「狭山クラブ」の2
つのクラブが「大阪狭山ラジオクラブ」となって初めての忘年会
でした。（写真3 ）、2 3 日は奈良県磯城郡川西町で開かれた「奈
良D X アソシエーション」の忘年会に参加しましたが、これらのア
マチュア無線関係を含め、合計8 回の忘年会に参加しました。1
月は我々のラジオクラブの新年会を含め5 回の新年会がありま
すが、1 0 日のラジオクラブの新年会は、残念ながら大阪国際交
流センターが主催する「アイハウス国際交流塾」と重なって、挨
拶だけで中座させて頂くことになりそうです。

謹賀新年・本年もよろしくお願いします

「アイハウス国際交流塾」受講記　　昨年の1 0 月頃、大阪国際交流センターから「アイハウス国際交
流塾」の案内が郵送されて来ました( 写真5 ) 。講座は毎週金曜日の
夜に延べ1 2 回で、受講費が3 0 , 0 0 0 円ですが、我々「大阪国際交流
センターラジオクラブ」の活動にも役に立つとの思いで、先着1 5 名
に乗り遅れまいと早速申し込みました。
　　初回はラジオクラブの1 1 月度月例会の日でしたが、驚いたことに
J E 3 B E Q 宮本さんも受講を申し込まれており、月例会を一緒に中座
して「国際交流塾」を受講しました。受講者は男性8 名、女性6 名の1
4 名で定員には達しておらず、どうも私が最高齢者のようです。
　　まだ、1 2 回中の7 回までしか済んでいませんが、最初の6 回は「英
語・英会話( コミュニケーション力養成) 講座」で、アメリカ人の講師に
よる指導でした。毎回テーマを決めての英語によるディベートの訓
練でしたが、相手の話をよく聞きながら、その反論を考えるという訓
練が、国際交流のコミュニケーションでは大切だという事を教えてく
れたようです。8 回目は「多文化共生」をテーマとして日本在住の外
国人2 人による講演でした( 写真6 ) 。講演と言っても質疑応答を含
め、議論の場もあって、若い受講者達が活発に発言するのには驚
きました。講義の内容よりも、むしろ受講者の受講動機や国際交流
経験などに興味があり、お互いに紹介し合う場を持てないものかと、
塾の担当者に依頼しておきました。
　　あと5 回の内、3 回は交際交流に関係のある講演、最後の2 回は
受講者による英語スピーチだそうです。このスピーチは1 人5 分間だ
そうですが、アマチュア無線を通じての国際交流の紹介が出来ない
ものかと思案中です。

写真２
写真３

写真５

写真６
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J A 3 A E R  荒川泰蔵

　　去る1 2 月7 日に奈良市にあるI C O M の「ならやま研究所」で開か
れたアマチュア無線フェスティバル、に参加させて頂きました。そこ
に完成したビッグアンテナを公開するとのことで、奈良D X アソシ
エーションのメンバーと誘い合わせての参加( 写真7 ) でしたが、3 . 5 M
H z 用の3 エレメントフルサイズ八木、7 M H ｚ用の4 エレメントフルサイ
ズ八木2 段スタックを取り付けた、高さ5 1 ｍのタワー( 写真8 ) には驚き
ました。J A 3 U S A 島本さんやJ A 3 I V U 北井さんも参加されていました
が、このビッグアンテナの仕掛け人は、どうやら島本さんのようです。
クランクアップ式のタワーにはエレバーターのように重量のバランス
をとる大きな重りが2 個取り付けられており( 写真9 ) 、フルアップまで1
分もかからない速さです。また回転はタワーの基部に取り付けられ
たローテーターでタワーごと回転させる方式ですが、非常に静かに
回転するのも驚きでした。
　　午前中はこのタワーを建設したスーパーテクノ社の技術講演( 写
真1 0 ) を興味深く拝聴し、昼食を挟んで午後から行われたJ A 3 F A 井
上会長の「アイコム製品の5 0 年を語る」と題した講演も、開発技術者
を巻き込んでの座談会風で（写真1 1 －1 3 ）、アイコム社の歴史だけ
でなく、アマチュア無線の歴史を聞いているようで非常に興味深い
ものでした。最後に外に出て、全員で記念写真を撮って頂きました
( 写真1 4 ) が、これでもタワーの巨大さが良くわかると思います。

写真７

写真８
写真９

写真１０ 写真１１ 写真１２

写真１３写真１４

J I 3 Z A G - N L  J a n u a r y  2 0 1 4   -  p . 7  -



年末にアドビのイラストレータとフォトショップの集中講義を受けたので、新年の挨拶カードを作ってみました。
少し、マンガチックな仕上がりですが・・・　　　　　　　J A 3 P Y C  山本哲夫

、

フランスのアマチュア無線局向けに作成した年賀状P D F ファイルを送付いたします。
J A 3 V W T  中野幸紀
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年賀状を作りましたので、お送り致します。   ＪＥ3 ＢＥＱ  宮本誠一

メンバー宛として年賀状を送ります。
J O 3 L Z G    下津　富雄

謹賀新年　J A 3 A O P   杉山　曉

J I 3 Z A G - N L  J a n u a r y  2 0 1 4   -  p . 9  -


